
　　　　

令和7 年 3 月 19 日

平日 9 時 45 分から 18 時 0 分まで

休日 8 時 30 分から 18 時 0 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

クラブ活動(お買い物クラブ、ダンスクラブ、個別課題クラブ、運動クラブ、お料理クラブ等)
戸外活動（お買い物体験、外食体験、就労施設への職場体験、公共交通機関の乗車体験等）
季節にあったイベント(ハロウィン、クリスマス会等）
外部講師による活動（ダンス教室、お料理教室等）

家族支援

保護者面談の実施。また保護者からの相談があった場合は、その都度面談等を実
施していきます。 移行支援

児童センター。、プラザへの移行・転校、就労先への移行の際は、会議や
情報提供などを行っていきます。

地域支援・地域連携

公共交通機関の利用、地域行事への参加、地域の商店街などへの買い物等を実施
していきます。
地域の人材を活用し、ダンス教室、理髪等の機会を設けます。

職員の質の向上
･感覚統合理論、ABA応用行動分析、Teacchプログラムの構造化、特性理解
等の専門研修を行います。
･虐待防止、身体拘束等適正化、感染症対策、BCP等の研修を行います。

支　援　内　容

本
人
支
援

・健康な心と体を育て、健康で安全な生活を作り出すことを支援します。
・食事、排泄、衣類の着脱など、身の回りのことの生活に必要な基本的技能を獲得できるよう、生活の場面における環境の工夫を行いながら支援します。
・様々な遊びや体験を通した学びが促進されるよう環境を整えます。また、障害の特性に配慮し、時間や空間を本人に分かりやすく構造化します。
・訪問看護ステーションと連携のもと軽微な医療ケアを行います。。

・自力での身体移動や歩行、車いすによる移動など、日常生活に必要な移動能力や事業所外での移動や交通機関の利用など、社会的な場面における移動能力向上のための支
援を行います。
・保有する視覚、聴覚、触覚、固有覚、前庭覚等の感覚を十分に活用できるよう、活動を通して支援します。
・感覚の特性を踏まえ、感覚に偏りに対する環境調整等の支援を行います。

・個々の認知の特性を理解し、それらを踏まえ、自分に入ってくる情報を適切に処理できるよう支援します。
・感覚や認知の偏り、コミュニケーションの困難性から生ずる行動障害の予防及び適切行動への対応の支援を行います。

・特性、興味・関心等に応じて、言葉によるコミュニケーションだけでなく、表情や身振り、カード等を用いて意志のやり取りが行えるようにするなど、コミュニケーショ
ンに必要な基礎的な能力を身に付けることができるよう支援します。
・場や相手の状況に応じて主体的にコミュニケーションを展開できるよう支援します。

・基本的な信頼感を持つことができるように、環境に対する安心感・信頼感、人に対する信頼感、自分に対する信頼感を育む支援を行います。
・他者の気持ちや意図を理解し、他者からの働きかけを受け止め、それに応ずることや場に応じた適切な行動ができるように支援します。
・自分のできることや苦手なことなど、自分の行動の特徴を理解し、自己を肯定的に捉えられる機会を通じて、気持ちや情動を調整し、状況に応じた行動が出来るように支
援します。
・集団に参加するための手順やルールを理解し、希望に応じて、遊びや集団活動に参加できるように支援することを通じて、相互理解や互いの存在を認め合いながら、仲間
づくりにつながるよう支援します。

営業時間 送迎実施の有無 あり

法人（事業所）理念
利用者の人としての尊厳を大切にし、地域社会でゆとりと潤いのある、その人らしく、いきいきと自立した日常生活が送れるよう、利用者様本位のニーズに合った福祉サービスの提供に努
める。

支援方針

･社会性を基本とした力を伸ばすための支援を提供します。
･学齢期のライフステージに応じた支援を行います。
･PDCAサイクルを大切にオーダーメイドの個別支援計画を作成し発達支援を行います。

･複数の事業を展開する法人の強みを活かし連携しながら個々の特性に合わせた支援を行います。
･常に家族からの相談に応じる体制を作り家族支援を行います。
･関係機関との連携を図りながら早期発見･早期支援に努めます。

（別添資料１）

事業所名 にじいろキッズらいふ篠ノ井（放課後等デイ） 支援プログラム 作成日


